
 

 

	
 

重力可変装置を製作し,火星表層の水の流れを解析する	
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 5年前，先輩が製作した微小重力発生装置は0.5秒の

短い時間であるが，小惑星「イトカワ」の表面重力に

近い値であったため，「はやぶさ2」のサンプラーホー

ン製作の予備実験に使用された．また，最近太陽系探

査に関連したニュースを目にする機会が増えてき

た．そこで，今度は月や火星などの天体の重力がつく

ることができないかと考えた．	
 

	
 物理の授業で習った練習問題を応用し，加速度をコ

ントロールすれば，月や火星の重力もつくれるはず

だ．そう思い立ち，アトウッドの滑車（図1）を利用し

て重力可変装置を製作した．図２が装置の写真であ

る．落下直後の振動を抑えることは課題として残るが，

簡単な原理を用いておもりの重量を調整することで目

的とする天体，月と火星の表面重力を実現することが

できた（図4，5）．微小重力発生装置を利用して，土星の衛星のエンセラダスの表面重力を作った(図3)．この２つの

装置を連携すれば0Gから1.5Gの任意の重力を生み出すことができると考えられる．太陽系の固体表面をもつ天体（惑

星，衛星，小惑星など）や系外惑星のスーパーアースの表面重力を生成できることになる．	
 

	
 

	
 

	
 この装置で火星表面で

の水の振る舞いを観察し

た．その結果，火星上の

水は，地球上での挙動と

かなり異なることがわか

った（図6）．見かけ上，

粘性が大きくなったよう

な動きを示した．地球の

水は表面から約2mm砂の

層に染みこみながら流れ

ていく様子が観測され

た．一方，火星では水は

ほとんど染みこまず，砂

の表層の粒子が水の中で

内部に巻き上げられる様

子が見られた．地球の水

は厚さが異なる２つの部分（浅い進行方向の前方領域と深い後方領域）が生じた．火星の水は，全領域でほぼ一定の

厚さ(約6mm)であった．	
 

	
 この装置は，今後の太陽系探査で，さまざまな天体環境での予備実験に重要な役割を果たすと期待できる．	
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図4	
 火星の表面重力	
 図3	
 エンセラダスの表面重力 
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図5	
 月の表面重力	
 

図2	
 重力可変装置全体図	
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図1	
 アトウッドの滑車	
 

(A)地球での水の流れ	
 (B)火星での水の流れ	
 

図6	
 斜面を流れる水	
 (間隔：0.048秒)と先端部の移動の様子	
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